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平成25年2月6日に県主催(運営:一般社団法人

SAVE TAKATA)で開催したfNPOと企業とのパー
トナーシッブ東京交流会J(新しい公共支援事業)の様

子。岩手県のNPO法人や首都圏の企業計100名超
が参加し、連燐のパートナー探しを行った。

021 NPO・ボランティアで、頑張る人

ー031情熱人! [第2回]

…「深津最雄の会J
副理事長/佐々木孝道さん

041 団体の、活動パワーを紹介する

字、~eY r wClte NPO 

ー051おらほのちから[第2回]
深薄康雄が村畏時

代に使用していた
執務机

... r胆沢区愛宕地区振興会」
会長/阿部市郎さん

061 !黒からのお知らせ

071お知らせ
...NPO活動交流センター
岩手県社会福祉協議会

ボランティア・市民活動センター

081 団体の、活動ノウハウを公開する
|活動なう [第2回]

.. rアジア民族造形館」
岩手県野田村教育委員会事務局

生涯学習文化問総括主査/小首地 鉄也さん

. ばい人

アジア民朕造形館
第1展示場のf南部
曲がり家j

f弘法の枕石j
引き場げ作業



• 

ー

ー

ー

「
人
間
の
尊
厳
・
生
命

重
こ
そ

政
治
の
基
本
で
あ
る

N
P
O
法
人
「
深
津
震
雄
の
会
」

副
理
事
長
佐
々
木
孝
道
さ
ん

全
国
に
先
け
て
老
人
医
療
貨
の
無

吋
化
に

4
み
切
り
、
礼
幼
児
死
亡
率
ゼ

ロ
を
実
現
し
た
田
沢
内
村
村
長
深
滞
毘

雄
を
顕
存
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ

H
献

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
N
P
O
法

人
「
深

2
2雄
の
会
」

。
副
理
コ
長
の

佐
々
+
え
さ
ん
に
、
で
の
活
に
つ
い
て

掃
し
を
間
い
た
|
|
10

佐々木孝道さん JG

平成19年「深津震雄の会J発足後、
整備工場で働きながら、副理寧畏とし

て活動している。平成20年に開館さ
れた、f深海霞雄資料館jの運営にも
携わっている。

. . 
一

に
2
，

1
0
0
万
円
の
資
金
を
調
達
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
資
料
館
の
建
物
は
、
旧
沢
内
病
院

の
看
護
婦
さ
ん
の
寮
(
豪
雪
モ
デ
ル
住
宅
第

一

号
)
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
こ
れ
を
改
築
し

て
資
料
館
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

深
還
元
村
長
当
時
の
沢
内
村
は
、
東
北
大
学

か
ら
加
藤
邦
夫
先
生
に
来
て
も
ら
う
ま
で
は
、

熱
意
あ
る
医
者
が
少
な
か
っ
た
。
深
津
元
村
長

が
東
北
大
学
に
交
渉
し
て
医
者
を
派
遣
し
て
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
先
生

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

時
数
百
万
円
も
す
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
買
っ
て
、

除
雪
を
開
始
し
た
。
昭
和
お
年
に
は
、
日
歳
以

上
の
高
齢
者
に
国
保
の
叩
割
給
付
を
断
行
し
た

(
昭
和
初
年
に
は

1
歳
児
未
満
と
印
歳
以
上
に

拡
大
)
。
昭
和
幻
年
、
乳
幼
児
死
亡
ゼ
ロ
の
偉

業
を
達
成
し
た
(
わ
が
国
地
方
自
治
体
初
の
快

挙
)
。
ま
た
、
深
津
元
村
長
は
、
赤
ち
ゃ
ん
一

人
一
人
の
名
前
を
覚
え
、
常
に
気
に
掛
け
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

深
漂
元
村
長
は
、
行
政
か
ら
何
か
や
っ
て
も

ら
う
の
で
は
な
く
、
住
民
自
ら
の
や
る
気
、
行

動
を
引
き
出
す
こ
と
に
た
け
て
お
り
、
常
に
住

民
と
対
話
し
、
「
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
村
民
が

力
を
合
わ
せ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
で
き
る
」

と
言
っ
て
い
た
。

-
深
湾

4
A
元
村
長
の
功
績

深
津
元
村
長
は
、
も
の
凄
い
能
力
の
持
ち
主

で
、
東
北
大
学
の
法
文
学
部
を
卒
業
し
、
村
に

帰
っ
て
か
ら
教
育
長

・
助
役
を
経
験
さ
れ
た
後
、

村
長
に
な
っ
た
。
村
は
、
日
本
有
数
の
豪
雪
地

帯
で
あ
り
、
冬
季
は
陸
の
孤
島
と
な
っ
て
し
ま

う
。
深
津
元
村
長
は
、
憲
法
お
条
に
の
っ
と
り
、

法
律
で
訴
え
る
こ
と
で
現
状
を
変
え
よ
う
と
し

た。
昭
和
お
年
に
教
育
長
、
昭
和
引
年
に
は
助
役

に
就
任
後
、
昭
和
辺
年
に
、
第
団
代
沢
内
村
長

に
当
選
し
、
「
豪
雪

・
多
病
多
死

・
貧
困
」
の

三
悪
追
放
を
目
指
し
た
。
一
例
と
し
て
は
、
住

民
か
ら
し
た
ら
き
ち
が
い
沙
汰
に
み
え
た
と
思

う
が
、
昭
和
お
年
、
豪
雪
を
克
服
す
る
た
め
当

-
陸
前
一
回
向
田
市
へ
復
興
支
援

本
会
で
は
震
災
以
降
復
興
支
援
活
動
も
行
っ

て
お
り
、

ω月
お
日
に
、

1
年
ぶ
り
に
、
横
田

中
学
校
で
陸
前
高
田
市
復
興
支
援
活
動
を
行
っ

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
は
あ
っ
た

が
、
町
内
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
剖
人
が
参
加
、

食
材
の
提
供
や
活
動
費
の
支
援
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
支
援
さ
れ
な
が
ら
の
活
動
だ
っ
た
。
昼

食
は
、
お
に
ぎ
り

・
き
の
こ
汁

・
漬
物
な
ど
の

西
和
賀
の
秋
の
味
覚
に
、
さ
ん
ま
の
塩
焼
き

・

顕彰砕え(i家浮及機氏支続)

沢
内
村
の
自
然
は
美
し
い
然
し
冬
季
は
厳
し
い
豪
雪
の
た
め

原
始
社
会
に
還
り
交
通
は
も
と
よ
り
産
業
も
文
化
も
麻
簿
状
態

に
入
り
し
か
も
生
命
を
維
持
す
る
最
低
の
医
療
手
段
さ
え
失

う
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
昭
和
三
十
二
年
深
海
歳
雄
氏
村
長

に
就
任
す
る
や
理
想
商
く
正
義
感
の
強
い
氏
は
こ
の
自
然
の

猛
威
を
克
服
す
る
こ
と
を
悲
願
と
し
て
奔
走
つ
い
に
村
と
県
都

感
岡
ま
で
冬
季
交
通
を
確
保
し
特
に
医
療
行
政
に
お
い
て

老
齢
者
乳
児
に
対
す
る
国
保
の
十
割
給
付
を
断
行
村
民
の
平
均

寿
命
の
延
長
乳
児
死
亡
率
零
の
金
字
塔
を
打
ち
樹
て
た
こ
と
は

村

史

に

銘

記

す

べ

き

不

滅

の

業

績

で

あ

る

。

六

千

村

民

氏
の
輝
か
し
い
偉
業
を
受
け
継
ぎ
更
に
本
村
の
発
展
と
飛
躍
を

期
し
「
村
民
の
道
標
」
と
し
て
蕊
に
氏
の
胸
像
を
建
立
永
く
記
念

す
る
も
の
で
あ
る

1
9
6
6
(昭
和
制
年
)
9月
建
立

顕彰碍

制，

-
組
織
が
立
ち
上
が
っ
た
経
緯

平
成
四
年
頃
に

「
い
の
ち
の
作
法
」
と
い
う
、

深
津
昆
雄
元
沢
内
村
長
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
が
撮
影
さ
れ
た
。
拝
金
主
義
が
は

び
こ
る
今
の
世
の
中
、
生
命
を
尊
重
す
る
深
津

元
村
長
の
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
。

私
は
、
深
津
村
長
の
時
代
に
助
役
を
し
て
い

た
佐
々
木
吉
男
さ
ん
と
同
じ
地
区
に
住
ん
で
お

り
、
若
い
頃
か
ら
、
深
津
元
村
長
の
色
々
な
話

し
を
聞
い
て
お
り
、
「
生
命
尊
重
の
理
念
」
に

深
い
感
銘
を
受
け
て
い
た
。

平
成
げ
年
刊
月
1
日
に
、
沢
内
村
は
湯
田
町

と
合
併
し
た
。
沢
内
村
は
も
と
も
と
農
業
の
町

で
あ
り
、
湯
田
町
は
観
光
の
町
で
あ
る
。
合
併

す
れ
ば
、
「
生
命
尊
重
の
理
念
」
を
掲
げ
た
深

深
元
村
長
の
理
念
が
薄
ら
い
で
し
ま
う
の
で
は

と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
何
と
し
て
も
深
津
元

村
長
の
理
念
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、

N
P
O

法
人

「深
津
毘
雄
の
会
」
の
発
足
及
び

「深
津

昆
雄
資
料
館
」
の
設
立
を
真
剣
に
考
え
た
。

、会p

科
収
集

- 村長時代に使用していた執務仇

当
時
、
深
津
元
村
長
と
行
動
を
共
に
し
た
ほ

と
ん
ど
の
人
達
は
河
歳
、
的
歳
以
上
の
高
齢
と

な
っ
て
お
り
、
資
料
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
た

め
、
今
す
ぐ
に
行
動
に
移
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ

と
い
う
こ
と
で
、
平
成
四
年
に

N
P

O
法
人

「深
津
毘
維
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
理
事
長
に

は
深
津
元
村
長
時
代
に
教
育
長
を
し
て
い
た
太

田
祖
電
さ
ん
が
就
任
し
た
。
深
津
元
村
長
の
理

念
を
継
承
す
る
た
め
の
遺
品
等
、
関
係
す
る
資

料
を
収
集
し
た
も
の
を
保
存
、
展
示
す
る
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
(
資
料
館
)
を
造
る
た
め
に
も
、

N
P
O
法
人
「
深
津
昆
雄
の
会
」
を
設
立
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。

た
ま
た
ま
そ
の
時
期
に
、
「
い
の
ち
の
山

河
」
と
い
う
映
画
や
、

N
H
K
の
テ
レ
ビ
番
組

「
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
」
で
深
還
元
村
長
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
同
テ
レ
ビ
番
組
は
、
そ
れ

ま
で
、
主
に
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
な
ど
の
戦

国
武
将
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
現
代
の

お
寿
司
。
お
に
ぎ
り
作
り
に
は
横
田
中
学
校
仮

設
住
宅
の
女
性
叩
人
が
参
加
し
、
「
お
に
ぎ
り

交
流
」
で
鮮
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
舞
台

で
は
、
「
さ
わ
う
ち
太
鼓
」
が
好
評
を
博
し
、

西
和
賀
文
化
が
誇
る
三
昧
線
に
尺
八
と
唄

・
踊

り
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
。
「
沢
内
さ
ん
さ
踊

り
」
で
は
、
仮
設
住
民
も
参
加
し
て
会
場
に
は

「
復
興
の
紳
の
輪
」
が
で
き
て
い
た
。
山
中
紅

人
物
で
は
深
還
元
村
長
が
初
め
て
だ
っ

た
。
そ

の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
世
の
中
が
深
津
元
村
長

の
よ
う
な
人
物
を
求
め
て
い
る
か
の
よ
う
な
風

↑

潮
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
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「
深
津
毘
雄
の
会
」
立
ち
上
げ
当
時
、
深
津

一

元
村
長
の
資
料
を
収
集
し
た
り、

資
料
館
を
造

一

る
こ
と
を
同
時
進
行
し
な
が
ら
、
役
場
へ
相
談

一

し
た
。
そ
の
頃
、
深
津
元
村
長
の
妻
が
亡
く
な

-

り
、
遺
族
の
方
か
ら
遺
品
等
全
て
を
提
供
を
し

一

て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

唱

資
料
館
設
立
の
、
肝
心
の
お
金
に
つ
い
て
は
、

一

役
場
等
と
相
談
し
た
結
果
、
か
な
り
の
好
感
を

示
し
て
頂
き
、
日
本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
結
果
、
平
成
却
年
4
月

-
行
政
と
の
連
携

香
さ
ん
の
講
談
「
い
の
ち
の
山
河
」
で
は
、

一

「
人
間
愛
の
緋
」
や

「
ど
ん
な
困
難
も
団
結
す

一

れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
深
浬
精
神
を
、
皆
さ
ん

一

か
み
し
め
、
感
動
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
支
援

一

活
動
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝

司

し
た
い
。

-

今
徒
に
向
け
て
の
抱
負

. ~貧困中学校仮級住宅での交流

全
国
各
地
に
は
、
深
津
毘
維
の
根
強
い
フ
ァ

ン
が
居
る
も
の
の
、
県
内
に
住
む
方
で
、
深
津

農
維
と
い
う
人
物
を
知
っ
て
い
る
人
が
少
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
宮
沢
賢
治
や
石
川
瞭
木
と

言
え
ば
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
か
な
り
の
方
々

が
知
っ
て
い
る
。
政
治
に
命
を
か
け
、

「生
命

尊
重
」
の
理
念
を
抱
い
て
生
き
ら
れ
た
、

「深

津
昆
雄
」
と
い
う
人
聞
を
も
っ
と
も
っ
と
沢
山

の
方
々
に
知
っ
て
頂
き
た
い
。
経
済
的
な
豊
か

さ
と
い
う
も
の
は
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
あ
っ

さ
り
と
す
ぐ
に
も
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
。
東
日

本
大
震
災
の
津
波
の
被
害
に
し
て
も
、
そ
の
最

た
る
も
の
で
あ
る
。
健
康
で
長
生
き
す
る
と
い

う
こ
と
を

1
番
に
考
え
た
、

「
生
命
の
尊
重
」

を
最
も
大
切
な
理
念
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い

き
た
い
。
今
後
も
、
全
国
規
模
で
色
々
な
発
信

を
し
て
い
き
た
い
。

「
深
津
昆
雄
」
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
た
め
に
も
、
功
績
を
顕
彰
す
る
「
深
津
毘
雄

資
料
館
」
維
持
経
費
を
な
ん
と
か
確
保
し
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

. 西和賞文化が跨る三味線に尺八、唄、腕り

住所:〒029-5614
岩手県和賀郡西和賀町

沢内字太田 2・68

TEし:0197-85-3838 

FAX: 0197-85・3838
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.r弘法の枕石j引き揚げ作業
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「胆
沢
区
愛
宕
地
区
振
興
会
」

会

長

阿

部

市

郎

さ

ん

弘法^b~ t空海)か恥白岡ie.if'Ti'.よ 1以州市胆沢也b4.N 乞叫れた町、

繍になり、ー夜の休患を取ったとされる「弘法の枕石jが、石，胴タム

の湖底から引き掲げられた，地雄住民の長年の憩いにより、ようやく

実現在れた。阿部主んに引き掲げ実現への想いを聞いた

.ダムの湖底から姿を

現した「弘法の枕石J

「
胆
沢
区
愛
宕
地
区
振
興
会
」
や
地
元
の
建
設

業
者
な
ど
で
行
わ
れ
、
枕
石
は
、
同
年
度
完
成

予
定
の
胆
沢
ダ
ム
上
流
の
市
道
沿
い
の
展
望
広

場
に
移
設
さ
れ
た
。
移
設
さ
れ
た
距
離
は
約
3

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
に
し
て
約
印
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
た
。
枕
石
の
他
に
、
地
域
住
民
の
想
い

が
詰
ま
っ
た
、
様
々
な
石
が
水
没
し
て
い
る
ダ

ム
の
水
を
使
用
す
る

こ
と
に
、
地
権
者
や
住
民

は
心
が
痛
ん
で
止
ま
な
か
っ
た
。
枕
石
と
共
に

様
々
な
石
も
引
き
揚
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
心
穏

や
か
に
、
こ
の
ダ
ム
の
水
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
、
皆
が
非
常
に
喜
ん
で
い
る
。

引
き
揚
げ
及
び
移
設
の
成
功
に
は
、
同
振
興

会
の
精
力
的
な
働
き
か
け
、
住
民
の
協
力
も
大

き
か
っ
た
が
、
や
は
り
、
胆
沢
ダ
ム
を
管
轄
す

る
国
土
交
通
省
か
ら
の

7
承
、
何
度
も
折
衝
に

あ
た
っ
て
頂
い
た
市
等
、
行
政
の
多
方
面
に
渡

る
協
力
が
あ
っ
た
お
蔭
で
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。

。
「
弘
法
の
枕
右
」
及
び
建
立
碑
の
除
幕
式

山
月
7
日
(
日
)
、
市
道
谷
子
沢
大
平
野
線

の
展
望
広
場
で
、

「弘
法
の
枕
石
」
及
び
建
立

碑
の
除
幕
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
建
立
碑
に

は
、
引
き
揚
げ
及
び
移
設
作
業
の
達
成
に
尽
力

さ
れ
た
、
「
胆
沢
区
愛
宕
地
区
振
興
会
」
会

長

・
阿
部
市
郎
さ
ん
の
「
千
思
万
感
」
と
い
う
、

熱
い
想
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

.r愛宕地区旗興会J会長 阿部市郎さん

阿部 市郎さん

長い問、愛宕地区振興会の理事、副会

長を務め、平成20年より、愛宕地区振
興会会長となる。現在も、会長として

地域振興のために精力的に活動して

いる。

プロフィール

O
「弘
法
の
枕
石
」
の
由
来

今
か
ら

1
2
0
0
年
程
前
、

当
時
羽
歳
位
だ

っ
た
弘
法
大
師
(
空
海
)
が
、
於
自
閉
志
神
社

の
奥
富
を
参
拝
し
た
折
り
に
、
仙
北
街
道
の
長

い
道
中
で
の
安
全
祈
願
を
し
た
。
そ
の
際
、
ち

ょ
う
ど
頭
に
当
た
る
部
分
に
枕
の
よ
う
な
、
縦

日
セ
ン
チ
、
横
お
セ
ン
チ
程
の
隆
起
の
あ
る
、

大
き
な
平
た
い
石
で

二
伐
を
臥
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る。

そ
れ
以
来
、
地
域
の
住
民
違
は、

こ
の
枕
石

を
ず
っ
と
心
の
支
え
と
し
て
、
良

い
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
悪
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
石
に

手
を
合
わ
せ
、
代
々
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
お
年
に
、
石
淵
ダ
ム
が
完

成
し
、
枕
石
が
湖
底
に
沈
む
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
当
時
、
地
域
の
住
民
達
は
、
こ

の
枕
石
を

他
の
場
所
へ
と
移
設
し
た
い
旨
を
訴
え
た
が
、

こ
の
よ
う
に
大
き
な
枕
石
を
運
ぶ
重
機
が
あ
る

訳
で
も
な
く
、
止
む
を
得
ず
移
設
を
断
念
し
た
。

そ
の
後
、
印
年
余
り
に
渡
っ
て
ダ
ム
の
湖
底

に
沈
ん
で
い
た
が
、
新
た
に
胆
沢
ダ
ム
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
石
淵
ダ
ム
が
水
没
す
る

前
に
、
こ
の
絶
好
の
機
会
を
逃
し
て
は
い
け
な

い
と
、
引
き
揚
げ
を
決
意
し
た
。

お

ろ

へ

し

O
於
呂
閉
志
神
社
と
は

古
く
か
ら
、
地
域
住
民
達
か
ら
心
の
支
え
と

さ
れ
て
お
り
、
胆
沢
町
と
な
る
前
の
若
柳
村
と

言
わ
れ
た
当
時
は
、
村
社
と
さ
れ
て
い
た
。
猿

岩
の
頂
上
に
は
、
弘
法
大
師
が
道
中
の
安
全
を

.r弘法の枕石J建立碑

千

思

万
感

の
u
s

弘
よ
大
仰
が
仙
問
符
山
川
の

品川

R
m
i山
神
社
に
畠

V
W
し
人
折
り

l

z伐
を
以
し
ん
と
哲
わ
れ
九
事
く
の
人
々
よ
り

仏
ょ
の
枕
告
と
仲
刊
さ
れ
祈
願
さ
れ
て
、
、
、
た
。

正
R
十
九
ト
ン
治
リ
の
い
お
で
め
り
よ
サ
.

4
の
皮
の
脱
火
ダ
ム
先
成
に
よ
り
永
久
い

川
州
中
の
も
の
と
な
る
た
め
、
・
:
い

れ
他
の
川
町
均
の
も
と
に
行
別
ダ
ム
刈
瓜

か
む
仰
心
ι
究
め
つ
勺
し
引
き
ヒ
げ

mm叫
し
ん
し
の
で
あ
り

J
t

w
ha

成
'
a
4
叶
4

即
卑
|
パ
七
日

輿
州
市
ル
沢
民
U
地
区
以
閣
内
公

?
叶
'
"
仇

r
-
-
e
o
h
r

p
h'
A
U
訂川
A
U

胆沢ダム . 
ι 山 MifRタム
ザ、 学習R

仁 枕石の位置
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祈
願
し
た
奥
宮
が
あ
り
、

「弘
法
の
枕
石
」
は

そ
の
す
ぐ
下
に
あ
る
。
現
在
で
も
、
住
民
に
と

っ
て
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る。

04 

O
引
き
揚
げ
か
ら
移
設
へ
の
働
き
か
け
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石
淵
ダ
ム
の
湖
底
に
は
、
印
年
余
り
の
問
、

「弘
法
の
枕
石」

は
も
と
よ
り
、
お
地
蔵
さ
ん

や
、
山
の
神
等
、
地
域
住
民
の
想
い
が
詰
ま
っ

た
、
歴
史
あ
る
様
々
な
石
が
水
没
し
て
き
た
。

「地
権
者
の
会
」
及
び
「
仙
北
街
道
を
考
え
る

会
」
も
、
こ
れ
ま
で
も
、
国
土
交
通
省
や
市
の

方
へ
枕
石
の
引
き
上
げ
及
び
移
設
の
要
請
を
し

て
き
た
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。
後
に
、
「
胆
沢

区
愛
宕
地
区
振
興
会
」
も
要
望
書
を
提
出
し
て

き
た
が
、
枕
石
の
学
術
的
な
裏
付
け
が
な
い

こ

と
、
予
算
的
に
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

行
政
上
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
ニ
で
、
同
振

興
会
の
働
き
掛
け
で
地
域
住
民
の
協
力
も
得
て
、

大
々
的
に
、
枕
石
の
引
き
揚
げ
及
び
移
設
運
動

を
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

引
き
揚
げ
か
ら
移
設
な
ど
に
か
か
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
全
部
で

1
1
0
万
円
計
上
。
そ
の

内
訳
に
つ
い

て
は
、
同
振
興
会
の
凶
年
度
の
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
か
ら
百
万
円
、
残
り
判
万
円

は
「
仙
北
街
道
を
考
え
る
会
」

他
、
沢
山
の

方
々
に
お
願
い
し
た
。

O
「
弘
法
の
枕
石
」
の
引
き
揚
げ

及
び
移
設
作
業

石
淵
ダ
ム
は
、
年
に

1
回
、
保
守
点
検
の
た

め
に
ダ
ム
の
水
を
干
す
。
そ
の
時
に
「
弘
法
の

枕
石
」
が
顔
を
出
す
た
め
、
地
域
住
民
は
、
遠

目
に
見
る
か
、
ダ
ム
関
係
者
等
か
ら
許
可
を
取

り
付
け
た
上
で
、
近
く
へ
見
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
際
、
枕
石
の
大
き
さ
や
重
量
等
の

調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
体
を
測
量
し

た
結
果
、
縦
2
メ
ー
ト
ル
、
横
伺
メ
ー
ト
ル
、

深
さ

1
メ
ー
ト
ル
で
、
枕
部
分
は
縦
同
セ
ン
チ
、

横
お
セ
ン
チ
、
重
量
約
市
卜
ン
で
あ
る

こ
と
が

分
か
っ
た
。

9
月
7
日
、
ロ
月
か
ら
始
ま
る
胆
沢
ダ
ム
の

試
験
湛
水
の
前
に
、
地
域
住
民
の
見
守
る
中
、

O
「
弘
法
の
枕
石
」
へ
の
こ
れ
か
ら
の
想
い

色
々
な
新
聞
や
雑
誌
等
で
、
こ
の
度
の
「
弘

法
の
枕
石
」
の
引
き
揚
げ
及
び
移
設
作
業
に
つ

い
て
の
記
事
を
紹
介
し
て
頂
い
た
結
果
、
有
難

い
こ
と
に
、
枕
石
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
き
て

い
る
。
市
道
谷
子
沢
大
平
野
線

が
開
通
し
た
暁
に
は
、
枕
石
が
展
望
台
に
移
設

さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
展
望
台
を
胆
沢
区
の
新

し
い
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
様
々
な
行
事
を
盛

大
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て

い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
地
元
の
方
は
も
と
よ
り
、

県
外
の
方
々
に
も
沢
山
来
て
頂
け
る
よ
う
に
な

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

「
胆
沢
区
愛
宕
地
区
振
興
会
」
の
振
興
会
便
り

に
枕
石
の
記
事
を
載
せ
た
り
、
胆
沢
区
や
奥
州

市
の
方
へ
も
、
県
内
及
び
県
外
も
含
め
て
、
こ

の
枕
石
を
多
方
面
に
渡
っ
て
ど
ん
ど
ん
発
信
し

て
い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
若
い
世
代
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

「
弘
法
の
枕
石
」
を
、
大
切
に
次
の
世
代
へ
と

伝
え
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
長
年
の
地
域
住
民
の
想
い
が
か
な

っ
た
こ
と
に
心
か
ら
安
堵
す
る
と
と
も
に
、

「
弘
法
の
枕
石
」
の
引
き
揚
げ
及
び
移
設
作
業

に
関
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
及
び
行
政
の

方
々
、
そ
の
他
協
力
を
頂
い
た
沢
山
の
皆
様
方

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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μ O. 県からのお知らぜ

新しい公共推進フォーラム

「元気なまちづくり

フォーラムJの
開催について

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

N
P
O
、
行
政
等

が
協
働
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
組
む

「新
し
い
公
共
」
を
推
進
す
る
た
め
、
標
記

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
県
内
4
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
多
彩
な
講
師
陣
に
よ

る
基
調
講
演
と
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

N

P
O
な
ど
の
取
組
み
紹
介
、
意
見
交
換
会
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

:選盤窟窓重富半々 明断抗シ111選議都IムミJボランティア・市民活動セン円、らのお知M 霊!

ハU

r
l
 n
 

T
l
ム

NPO活動交流

センターからの

お知らせ

~ 
N
P
O
法
人
設
立
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

完
成
し
ま
し
た
。

NPO法人設立
ガイドブック

岩
手
県
内
の
中
間
支
援
を
目
的
と
し
た

N
P
O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
い
わ
て
中
間
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
、

N
P
O
法
人
設
立
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
し
た
。

以
前
よ
り
、

「
N
P
O
の
設
立
を
考
え
て
い

る
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
設
立
で
き
る
の
か
要
件

が
複
雑
で
分
か
り
に
く
い
!
」
と
か
、
「
定
款

を
つ
く
る
の
っ
て
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
?
」
と

い
う
声
を
相
談
に
の
る
中
間
支
援
組
織
で
は
た

く
さ
ん
拾
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

N
P
O

設
立
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
且
つ
正
確
に
伝

え
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

で
県
内
中
間
支
援
団
体
が
知
恵
を
持
ち
寄
っ
て

2
0
1
2
年
ロ
月
に
完
成
し
た
の
が
本
誌
で
す
。

N
P
O
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す

が
、
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

2
3
?と
さ
を
さ
・包一コ白
・」℃
¥
コ刀
O
¥

. . . . . ._ ._ _'. .....w 

岩
手
県
、

N
P
O
法
人
い

わ
て

N
P
O

フ
ォ
ー
ラ
ム
引
/
N
P
O
法
人
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー

い
わ
て
(
事
業
委
託
法
人
)

こ
の
ほ
か
各
地
域
の
中
間
支
援
N
P
O
が
開

催
に
協
力

(
1
)
基
調
講
演
共
通
テ

l
マ

「地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

5

N
P

O
や
自
治
会
等
の

こ
れ
か
ら
の

役
割
」

(
2
)
活
動
事
例
発
表

(
3
)
コ
ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

(
4
)
意
見
交
換
会

講師〉会場、〈開催日時、

-.FJヨ・圃':';:..LJ.

北川 正恭氏
(早稲田大学)

清水健司氏
(岩手大学)

大船渡市
力メリアホール

干022-0003
大船渡市盛町字内ノ目4-2

アイーナ
いわて県民情報交流センター

13:00~ 

15:30 

1 3:30~ 

16:00 

2/21 (柑

2/24(1日)

「い
わ
て
N
P
O
中
間
立
銭

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

U
?

N
P
O
団
体
の
中
に
は
、
「
中
間
支
援
N

P

O
」
と
呼
ば
れ
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

「設
備
や
機
器
、
情
報
な
ど
の
提
供
」
、

「
N
P
O
同
士
、

N
P
O
と
行
政
や
企
業
な

ど
支
援
者
と
の
つ
な
が
り
を
促
進
す
る
」
、

「
N
P
O
の
価
値
を
社
会
に
活
か
す
た
め
の

活
動
」
な
ど
、
各
々
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
個
々
の

N
P
O

を
支
援
す
る
こ
と
。
県
内
に
は
、
こ
の
中
間

支
援
N
P
O
活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
各
地

域
に
あ
り
ま
す
。
い
わ
て
中
間
支
援
N
P
O

は
、
普
段
は
各
地
域
で
活
動
し
て
い
る
中
間

支
援
N
P
O
が
、
情
報
交
換
や
課
題
解
決
に

向
け
て
の
取
り
組
み
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
却
年
に
設
立
さ
れ
た
任
意
団
体
で
す
。

平
成
凶
年
度
現
在
、
日
の
団
体
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、

N
P
O活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
が
事

務
局
を
担
っ
て
い
ま
す
。

N
P
O
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー

盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
1
1
7
1
1

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
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岩手県社会福祖協議会

ボランティア・市民活動センター

(岩手県災害ボランテfアセンタ一)

からのお知らせ

今年もやっ亡ます!! 

「スノーパスターズJ

無
料N

P
O
団
体
、
町
内
会
等
地
域
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
、
企
業
、
行
政
等

N
P
O法
人

い
わ
て

N
P
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
引
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川北 秀人氏
(IIHOE) 

鈴木孝男氏
(宮城大学)

干020-0045
盛岡市盛岡駅西通トアー1

奥州市民支援
活動センター

干023-0801
奥州市水沢区横町2-1
メイブルB1F

〒028・0051
久慈市川崎町 10-15

久慈
グランドホテル13: 1 5~ 

16:00 

1 3:30~ 

16:00 

3/3但)

3/5ω 

スノ
l
パ
ス
タ
i
ズ

岩
手
県
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
、
「
ス
ノ
ー

パ
ス
タ
ー
ズ
」
と
い
う
言
葉
を
一
度
は
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
つ

ス
ノ

l
パ
ス
タ
|
ズ
は
、
平
成

5
年
に
岩
手

県
社
協
が
呼
び
か
け
を
行
い
、
特
に
雪
が
多
く

降
り
積
も
る
地
域
の
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
各
地
域
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

県
内
問
地
区
に
あ
り
、
今
年
で
加
年
目
の
節
目

を
迎
え
ま
す
H

ス
ノ
ー
パ
ス
タ
ー
ズ
に
除
雪
を
依
頼
で
き
る

世
帯
は
、
主
に

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
ゃ
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
人
で
雪
か
き
を

す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯
と
な
り
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
ゃ
障
が
い
者
に
と
っ
て
、

雪
か
き
に
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
会
話

す
る
こ
と
も
ま
た
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
雪
か
き
を
終
え
た
後
の
達
成
感
、

依
頼
者
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
温
か

い
一
言
に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
少
な
く
な
い
、
と

聞
き
ま
す
。

特
に
雪
が
多
い

1
1

3
月
頃
ま
で
が
活
動
時

期
で
す
。
活
動
の
際
は
地
元
の
隊
員
と
一
緒
に
、

主
に
玄
関
か
ら
道
路
ま
で
の
通
路
の
雪
か
き
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
服
装
や
手
袋

・

長
靴
な
ど
、
準
備
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

「
ス
ノ
ー
パ
ス
タ
|
ズ
の
標
準
装
備
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

各
ス
ノ
ー
パ
ス
タ
ー
ズ
の
活
動
日
は
、
主
に

土

・
日
曜
日
と
な
り
ま
す
が
、
地
区
に
よ
っ
て

活
動
日
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
日
以
外

ゃ
、
ス
ノ
ー
パ
ス
タ
ー
ズ
が
組
織
化
さ
れ
て
い

な
い
市
町
村
で
は
、
お
隣
や
ご
近
所
さ
ん
、
自

治
会
の
ご
協
力
が
必
須
で
す
。

ス
ノ
ー
パ
ス
タ
ー
ズ
に
参
加
し
て
み
た
い
方
、

「
う
ち
の
地
域
に
ス
ノ
ー
パ
ス
タ
ー
ズ
は
あ
る

の
?
」
と
い
う
方
、
ス
ノ
ー
パ
ス
タ

l
ズ
に
つ

い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
岩
手
県

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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市
民
活
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適
切
な
事
業
運
営
と

明
朗
な
会
計
処
理
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

2013.2 Pi.n 

行
政
か
ら
N
P

O
法
人
へ
の
委
託
事
業

で
、
不
適
切
な
経
理
処
理
を
行
っ
た
疑
い

の
あ
る
事
例
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
岩
手
県
で
は
過
去
に
い
わ
て

N
P
O
セ
ン
タ
ー
の
不
正
経
理
問
題
が
発

生
し
て
お
り
、

そ

の
反
省
を
も
と
に

「
N
P
O
を
対
象
に
含
む
事
業
委
託
の
手

続
の
適
正
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」

や
「
岩
手
県
に
お
け
る
「
特
定
非
営
利
活

動
促
進
法
の
運
用
方
針
」
に
つ
い
て
」
を

策
定
し
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
適
切
な
運

営
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
と
し
て
は
今
後

N
P
O
法
人
の
信
用

回
復
の
た
め
に
、
活
動
紹
介
の
場
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

N
P
O
法
人
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
団
体

の
目
的
や
活
動
等
を
積
極
的
に
情
報
発
信

し
、
市
民
の
信
頼
を
得
る
よ
う
ご
留
意
願

い
ま
す
。
特
に
も
行
政
か
ら
委
託
を
受
け
、

公
金
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
は
、
明

朗
な
会
計
処
理
と

一
層
積
極
的
な
情
報
公

開
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

巾 FT 干 岩
ヨA E盛 O手
三ニ×し岡 2県
→1 I 市 0政
~OO 内|策。11丸 8地
言??105型
96617?? 
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課

動
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ず
っ
ぱ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
い
わ
て
」
へ
、
ぜ
ひ

一
度
ア
ク
セ

ス
を
け
い

扶 スノーパスターズの標準装備

0下着
i干を@いや"9く、乾きやすいちのを選び
ましょう。 j干をかいた時のために、背中に

タオルを入れておくと良いでしょう。

0手袋
水が染み込まない滑りにくいものを選び

ましょう。(厚すぎると作業しにくいことが

あります)

0ズボン
水に強い繋材で、丈が長いものがベスト。

O靴下
下着問儀、 水に強く、乾きやすいものを着

用しましょう。長靴と組み合わせて、足先が
冷えないよう怠工夫を勧めます。

0帽子・ヘルメット
頭が:諮れ主主い対策は必須。

地上での作業は港雪に備えヘルメットを
着用してください。

0マフラー・ネックウォーマー
活動中は首元から雪や風が入って冷たく

主主ります。マフラーやタオル、ネックウォー

マ-fCj:どを着用しましょう。

0上着
水に強く、風を通さないものを惹用しま

しよう。ただし、動きやすい長さのものを

選びましょう。

0長靴
ひざ下までの長いタイプがオススメ。靴底
はj誇が付いていて、滑りにくいものを着用。

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
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「アジア民族造形館J
岩手県野田村教育委員会事務局

生涯学習文化班総箔主査

小谷地鉄也さん

なう
[第2回]

可・
F

コ

い
わ
て
の
N
P
0
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
情
報
誌

ば
い
ん

-
ア
ジ
ア
民
族
造
形
館
創
建
の
由
来

左上スタッフの弐又さんと川土さん(左から)左下・施設内案内図 右・第1展示場の「南部曲がり家」

昭
和
印
年
7
月
、
野
田
村
で
は
朽
ち
果
て
て

い
く
「
南
部
曲
が
り
家
」
の
有
効
活
用
を
模
索

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
民
族
造
形
文
化
研

究
所

・
金
子
重
量
所
長
と
の
縁
に
よ
り
、
ア
ジ

ア
諸
国
の
文
化
と
日
本
文
化
の
接
点
を
探
り
、

ア
ジ
ア
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
場
を
実
現

す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
各
国
の
民
族
資
料
を
展
示

す
る
「
ア
ジ
ア
民
族
造
形
館
」
の
創
建
に
踏
み

出
し
た
。
施
設
設
備
に
当
た
っ
て
は
、
当
地
に

残
っ
て
い
た
築
2

0
0
年
の
南
部
曲
が
り
家
を

改
修
し
、
日
本
初
の
ア
ジ
ア
民
族
文
化
施
設
と

し
て
、
昭
和
引
年
什
月
に
開
館
し
た
。
館
内
で

は
、
悠
久
の
歴
史
に
育
ま
れ
た
ア
ジ
ア
各
国
の

民
族
資
料
を
展
示
し
、
ア
ジ
ア
民
族
の
知
恵
や

技
術
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
館
の
敷
地
内
に

は
、
南
部
曲
が
り
家
の
展
示
棟
の
他
、
タ
イ
の

少
数
民
族
の
復
元
住
居
が
あ
る
。

ま
た
、
平
成
ロ
年
度
か
ら
は
、
村
の
直
営
施

設
と
し
て
、
ア
ジ
ア
民
族
文
化
の
発
信
拠
点
と

し
て
運
営
し
て
い
る
。

-
ア
ジ
ア
各
国
の
衣
装
を
誌
活

で
き
る
e

ー
番
人
気
は
中
央
、

駒
田
の
「
チ
マ
チ
ョ
コ
リ
」

hv
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
飾
り
布

-
ア
ジ
ア
民
族
文
化
展
示
へ
の
想
い

ま
ず
、
築
2
0
0
年
を
越
え
る
南
部
曲
が
り

家
を
ご
覧
頂
き
た
い
。
実
際
こ
こ
の
集
落
で
生

活
さ
れ
て
い
た
方
々
の
曲
が
り
家
で
あ
り
、
他

の
場
所
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

若

い
人
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
幅
広
く
こ
ち

こ展内るし
れ示に方い
か物もにも
らカミこはの
もあう新が
大るい鮮沢
切施つに山
に設た見あ
しは、えり
て そアて
いうジ喜初
きそアばめ
たうにれてジに館者バ以らのる何頂ら
し;無 こ ていアし内もス前つ方リ度いに
いだいら各ての多ではしも ピ もて来
のわたっ国も展かの、や多 |来お場
で つ 。しの、示つ来大るくタらりし
、た県や珍ア物た場型。い |れ、て

a第2展示場の「南部曲がり家J

-
現
在
抱
え
る
課
題

ア
ジ
ア
文
民
族
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
当
施

設
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
専
門
的
な
知
識
の

不
足
や
予
算
的
な
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
他
地

域
と
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
地
理
的
な
問
題
も
あ
り
、

観
光
さ
れ
る
方
々
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
古
民
家
は
囲
炉
裏
の
火
を
絶
や

す
と
す
ぐ
に
屋
根
(
茅
葺
)
が
傷
み
始
め
る
た

め
、
冬
季
間
(
ロ
月
引
日
3
3
月
引
日
)
の
休

業
も

マ
イ
ナ
ス
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
葺
き
替

え
は
川
、

5
年
位
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
約
2
0

0
0
万
円
の
費
用
が
か
か
る
上
、

材
料
や
職
人
も
減
少
し
て
い
る
の
で
、
今
後
ま

す
ま
す
大
変
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
以
前
は
施
設
内
で
、
手
打
ち
そ
ば
や

田
楽
豆
腐
な
ど
、
地
元
の
食
材
で
つ
く
る
郷
土

料
理
を
味
わ
え
る
食
事
処
が
あ
っ
た
が
、
現
在

は
残
念
な
が
ら
閉
め
て
い
る。

今
後
は
、
色
々
な
面
で

N
P
O
法
人
等
の
協

力
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
る
と
考
え
て

い

る。-
今
後
に
向
け
て
の
抱
負

&己主人夫婦(充さん、久美子さん)

拝
観
料
を
払
っ

て
館
内
の
展
示
物
を
見
て
頂

く
こ
と
も
有
難
い
が
、
景
色
を
見
な
が
ら
普
段

の
生
活
と
離
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
頂
く
だ
け
で
も
充
分
に
満
足
し
て
頂
け

る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
方
々
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
の
方
々
や

N
P
O
法
人
等
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら、

皆
で

地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た

い
。

-
近
隣
施
設
及
び
N
P
O法
人
と
の
連
携

こ
れ
ま
で
も
、
様
々
な

N
P
O
法
人
等
の
協

力
を
い
た
だ
き
展
示
替
え
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
、
と
も
に
頑
張
っ
て
来
た
。
ま
た、

こ
の
先

5
0

0
メ
ー
ト
ル
程
の
所
に
、
同
じ
く
南
部
曲

が
り
家
を
利
用
し
た
、
喫
茶
兼
宿
泊
施
設
「
蔀

守屋
」
が
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

く、

日
本
全
国
、
国
内
外
か
ら
も
沢
山
の
方
が

見
え
ら
れ
る
。

「
苫
屋
」
と
は
こ
れ
ま
で
も
お

互
い
に
お
客
さ
ん
を
紹
介
す
る
な
ど
協
力
し
て

き
て
い
る
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い。

-
野
田
村
教
育
委
員
会
事
務
局
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EE翠盟
rPIN (ばいん)Jは、rPaperIwate NPOJの頭文字から名付けた造語です.
岩手県内のNPOやボランティア団体の活動の情報を伝えます.2232Y32動情報箆ばいん Pi.n霞罷調圃
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